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本
稿
で
は
洋
画
家
・
太
田
喜
二
郎
（
一
八
八
三
～
一
九
五
一
）
が
留
学
中
に
制
作
し
た

《
並
木
道
》（
図
1
）
を
紹
介
す
る
。
太
田
は
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
の
と
同
じ
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
二
月
、
ベ
ル
ギ
ー
へ
私
費
留
学
の
途
に
就
い
た
。
当
時
、
洋
画
家

の
留
学
先
と
し
て
必
ず
し
も
主
流
で
あ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
同
国
へ
の
留
学
を
太
田
に
勧

め
た
の
は
、
美
校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
黒
田
清
輝
（
一
八
六
六
～
一
九
二
四
）
で
あ
っ
た
と

い
う
（
註
1
）。

ベ
ル
ギ
ー
に
到
着
後
の
四
月
、
太
田
は
ゲ
ン
ト
近
郊
の
ア
ス
テ
ヌ
村
に
エ
ミ
ー
ル
・
ク
ラ

ウ
ス
（Em

ile Claus

一
八
四
九
～
一
九
二
四

図
2
）
が
構
え
て
い
た
ア
ト
リ
エ
「
陽
光

荘
（V

illa Zonneschijn

）」
を
彫
刻
家
・
武
石
弘
三
郎
（
一
八
七
七
～
一
九
六
三
）
に
導

か
れ
て
訪
問
す
る
。
以
後
、
ク
ラ
ウ
ス
の
厳
し
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
ゲ
ン
ト
市
立
美
術
学

校
に
も
通
い
、
自
己
の
画
業
を
研
鑽
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
に
は
生
涯
無
二
の
親
友
と

な
る
児
島
虎
次
郎
（
一
八
八
一
～
一
九
二
九

図
3
）
が
留
学
先
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
訪

し
、
太
田
の
勧
め
で
同
じ
く
ゲ
ン
ト
市
立
美
術
学
校
に
入
学
す
る
。
太
田
は
明
治
四
十
五
年

（
一
九
一
二
）
に
同
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
四
年
半
を
ベ
ル
ギ
ー
で
過
ご
し
、
ヨ
ー

収
蔵
品
紹
介 

─ 

太
田
喜
二
郎
《
並
木
道
》
に
つ
い
て

田
中
純
一
朗

図1 太田喜二郎《並木道》当館収蔵 1910年

図2 エミール・クラウス 1910年4月

図3 �ベルギーでの太田喜二郎と児島虎次郎（左） 1909年8月頃
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図4 太田喜二郎《赤い日傘》新潟大学所蔵 1912年

図5 太田喜二郎《みのりの秋》東京藝術大学所蔵 1913年

図6 �霞ヶ関離宮の室内 左奥の壁に《並木道》が掛かる �
撮影時期不明

ロ
ッ
パ
各
国
を
巡
歴
し
て
か
ら
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
九
月
に
帰
国
し
て
い
る
。

日
本
洋
画
界
に
お
け
る
太
田
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、
帰
国
の
翌
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
大
正
博

覧
会
（
以
下
、
大
正
博
と
略
す
）
で
あ
っ
た
。
太
田
は
《
赤
い
日
傘
》（
図
4
）
と
《
稲
こ

き
》（
図
5
）、
そ
し
て
小
論
で
紹
介
す
る
《
並
木
道
》
の
三
点
を
出
品
す
る
（
註
2
）。
ベ
ル

ギ
ー
留
学
時
代
の
下
宿
先
の
娘
マ
デ
レ
ン
を
モ
デ
ル
に
し
た
人
物
画
の
大
作
で
あ
る
《
赤
い

日
傘
》
は
、
西
洋
画
部
門
で
二
等
賞
を
受
賞
し
、《
並
木
道
》
は
大
正
天
皇
と
貞
明
皇
后
の

行
幸
啓
に
さ
い
し
て
御
買
上
と
な
る
な
ど
、
太
田
の
画
壇
デ
ビ
ュ
ー
は
上
々
の
滑
り
出
し
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

《
並
木
道
》（
以
下
、
本
作
と
略
す
）
は
御
用
品
と
な
っ
た
の
ち
、
霞
ヶ
関
離
宮
の
洋
間
に

飾
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
図
6
）。
近
年
、
画
面
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
の
修
理
を
終
え
、
令

和
六
年
（
二
〇
二
四
）
に
当
館
で
開
催
さ
れ
た
「
皇
室
の
美
術
振
興
展
─
日
本
近
代
の
絵

画
・
彫
刻
・
工
芸
」（
十
月
二
十
九
日
～
十
二
月
二
十
二
日
）
に
お
い
て
一
一
〇
年
ぶ
り
に

一
般
公
開
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

画
面
サ
イ
ズ
縦
六
五
・
五
、
横
八
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
Ｆ
25
号
規
格
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス

に
描
か
れ
た
本
作
の
画
面
構
成
は
、
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
中
央
に
近
接
拡
大
し
て

配
置
さ
れ
た
木
か
ら
、
左
奥
に
向
か
っ
て
等
間
隔
に
二
列
の
並
木
が
の
び
て
い
く
。
西
洋
の

風
景
画
に
お
け
る
一
点
透
視
図
法
の
基
本
を
お
さ
え
た
、
安
定
し
た
構
図
を
形
作
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
並
木
道
の
右
手
に
は
わ
ず
か
に
建
造
物
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
、
左
手
は
土

の
盛
り
上
が
り
か
ら
や
や
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
作
を
特
徴
づ
け
る
点
描
表
現
に
着
目
す
る
と
、
地
面
に
散
り
敷
か
れ
た
落
ち
葉
は
柔
ら

か
な
タ
ッ
チ
で
塗
り
重
ね
ら
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
浮
か
ぶ
木
漏
れ
日
と
樹
影
が
穏
や
か
な
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
で
木
々
の
葉
は
よ
り
鮮
や
か
な
色
調
の
細
か
な

タ
ッ
チ
を
中
央
に
寄
せ
、
外
に
広
が
る
と
と
も
に
軽
快
な
調
子
を
増
し
な
が
ら
筆
を
走
ら
せ

て
い
る
。
理
知
的
な
構
成
と
直
感
的
な
筆
触
が
画
面
空
間
の
な
か
で
見
事
に
調
和
し
て
お

り
、
作
品
と
し
て
の
秩
序
を
失
わ
せ
て
い
な
い
。
な
お
、
正
確
な
制
作
年
は
不
明
な
が
ら
、

構
図
が
似
通
う
《
風
景
》（
図
7
）
に
お
い
て
は
、
画
面
構
成
へ
の
意
識
が
よ
り
強
化
さ
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図7 �太田喜二郎《風景》目黒区美術館所蔵 �
1908～13年

図8 太田の制作ノート（1910年9−10月）

れ
、
点
描
は
モ
チ
ー
フ
に
従
属
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
「
皇
室
の
美
術
振
興
展
」
に
お
い
て
筆
者
が
解
説
を
著
し
た
さ
い
、

本
作
の
制
作
年
を
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
と
し
た
。
こ
れ
は
当
館
の
収
蔵
品
台
帳
の
記
載

情
報
と
大
正
博
の
開
催
年
に
合
わ
せ
た
た
め
で
あ
る
が
、
帰
国
直
後
の
出
品
作
で
あ
る
こ

と
、
日
本
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
を
思
わ
せ
る
主
題
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
ベ
ル

ギ
ー
留
学
中
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
い
た
（
註
3
）。
な
お
当
館
で
の
公
開

前
、
本
作
の
修
理
過
程
で
判
明
し
た
事
実
も
そ
の
よ
う
な
判
断
に
影
響
し
て
い
る
。
修
理
の

作
業
に
入
る
段
階
で
、
額
縁
を
取
り
外
し
た
と
こ
ろ
、
張
子
状
の
構
造
を
し
て
い
る
こ
と
が

当
館
・
加
藤
広
樹
主
任
研
究
員
の
調
査
で
判
明
し
た
。
こ
れ
は
「
紙
製
張
子
額
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
（
註
4
）、
こ
れ
ま
で
児
島
虎
次
郎
の
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
き
た
が
、
太
田
の
作
品
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
紙

製
張
子
額
」
は
児
島
と
同
郷
の
友
人
画
家
・
吉
田
苞
（
一
八
八
三
～
一
九
五
三
）、
女
性
画

家
で
太
田
・
児
島
と
も
ゲ
ン
ト
市
立
美
術
学
校
の
同
級
生
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ニ
ー
・
モ
ン
テ
ィ

ニ
ー
（Jeanne (Jenny) M

ontigny

一
八
七
五
～
一
九
三
七
）
に
も
使
用
例
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
ベ
ル
ギ
ー
時
代
に
起
源
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
制
作
年
に
関
す
る
上
記
の
よ
う
な
憶
測
は
正
し
か
っ
た
と
い
え
る
。

「
皇
室
の
美
術
振
興
展
」
へ
の
出
陳
を
知
っ
た
目
黒
区
美
術
館
・
山
田
真
規
子
氏
の
ご
教
示

に
よ
り
、
本
作
に
か
か
わ
る
記
述
が
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
十
月
の
太
田
の
日
記
と

制
作
ノ
ー
ト
（
図
8
）
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
太
田

の
制
作
ノ
ー
ト
は
本
人
の
記
録
用
の
手
控
え
で
あ
り
、
作
品
名
と
寸
法
、
制
作
日
が
書
き
留

め
ら
れ
て
お
り
、
時
お
り
作
品
の
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
も
含
ま
れ
る
。
本
作
に
つ
い
て
は
、
九

月
二
十
日
か
ら
十
月
八
日
ま
で
の
日
付
と
寸
法
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
十
月
二
十
二
日
に
は

ク
ラ
ウ
ス
の
い
る
ア
ス
テ
ヌ
へ
と
あ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
黄
色
の
葉
の
並
木
、
午
後

三
時
半
、
レ
オ
ポ
ル
ド
通
り
」（
山
田
氏
訳
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
作
が
描
か
れ
た
時
間

帯
と
場
所
も
明
ら
か
に
な
っ
た
（
註
5
）。

さ
ら
に
山
田
氏
が
翻
刻
さ
れ
た
十
月
二
十
二
日
の
日
記
（
註
6
）、
す
な
わ
ち
師
ク
ラ
ウ
ス

の
も
と
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
を
、
太
田
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ス
の
所
に
行
く
。
毎
日
靄
が
厚
く
下
り
る
。

「
僕
は
豊
城
君
が
其
内Anvers

へ
着
く
か
ら
…
」

�「（
ク
ラ
ウ
ス
に
絵
を
見
て
も
ら
う
）
ト
ー
ン
も
色
も
良
い
が
形
が
レ
ー
ド
だ
と
云
は

れ
た

そ
れ
が
久
米
先
生
〔
引
用
者
註
・
久
米
桂
一
郎
〕
の
評
と
符
合
す
る
か
ら
久
米
先
生
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の
雁
へ
見
え
た
こ
と

僕
等
の
絵
を
見
せ
た
こ
と
を
話
す

ク
ロ
ー
ス
先
生
は
久
米
先

生
が
僕
等
の
方
針
に
大
賛
成
で
有
る
由
を
聞
い
て
非
常
に
喜
ば
れ
た

君
の
風
景
も
見

せ
た
か

何
と
云
は
れ
た

そ
う
か
そ
れ
で
自
分
も
嬉
し
い

其
の
人
が
日
本
へ
帰
る

と
自
然
君
の
噂
を
す
る

其
人
が
来
て
君
の
絵
を
見
て
喜
ん
だ
の
は
何
よ
り
だ
と
自
分

の
事
か
自
分
の
孫
の
事
の
様
に
喜
ば
れ
た

公
園
の
横
手
で
描
い
た
並
木
の
紅
葉
し
た

葉
は
非
常
に
良
い
と
賛
え
て
く
れ
た

君
の
絵
は
ド
ン
ナ
方
角
に
進
む
の
か
非
常
に
密

か
に
心
配
し
て
居
た
が
此
の
絵
を
見
て
安
心
を
し
た

太
田
こ
れ
は
全
く
良
く
で
き
た

一
言
も
云
う
事
は
無
い
と
僕
の
肩
を
た
た
い
て
ほ
め
ら
れ
た
」

ク
ラ
ウ
ス
は
太
田
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
教
師
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
留
学
初
期
の
日
記

中
に
は
、
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
の
自
作
に
対
す
る
酷
評
が
連
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
註
7
）。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
自
作
に
対
す
る
不
安
な
心
情
も
、
本
作
が
師
に
よ
っ
て
「
全
く
良

く
で
き
た
一
言
も
云
う
事
は
無
い
」
と
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
か
ら
払
拭
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

滞
欧
期
に
お
け
る
太
田
の
作
風
変
遷
に
つ
い
て
、
山
田
氏
は
以
下
の
三
期
区
分
を
提
案
さ

れ
て
い
る
（
註
8
）。

第
一
期

一
九
〇
八
年
～
一
九
〇
九
年

ク
ラ
ウ
ス
指
導
下
の
模
索
期

第
二
期

一
九
一
〇
年
～
一
九
一
一
年
夏
頃

円
熟
期

前
期

第
三
期

一
九
一
一
年
秋
頃
～
一
九
一
二
年

円
熟
期

後
期

モ
デ
ル
、
マ
デ
レ
ン

と
の
出
会
い

山
田
氏
に
よ
る
右
の
区
分
は
、
ま
さ
に
本
作
の
存
在
を
も
っ
て
第
一
期
と
第
二
期
の
「
結

節
点
」
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
あ
り
、
本
作
の
重
要
性
を
十
分
に
証
す
る
。

師
の
ク
ラ
ウ
ス
は
ル
ミ
ニ
ス
ム
（
光
輝
主
義
）
の
画
家
で
あ
り
、
一
九
〇
四
年
に
は
グ

ル
ー
プ
「
生
と
光
（la vie et lum

iére

）」
を
結
成
す
る
な
ど
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世

紀
初
頭
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
と
新
印
象
派
の
影
響
を
受
け
た
一
群

の
画
家
た
ち
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
（
註
9
）。
ク
ラ
ウ
ス
を
し
て
「
一
言
も
云
う
事
は

無
い
」
と
安
堵
せ
し
め
た
太
田
の
《
並
木
道
》
は
、
初
め
て
ク
ラ
ウ
ス
を
訪
ね
た
と
き
に
同

道
し
た
武
石
か
ら
「
君
は
私
が
日
本
に
帰
つ
て
来
て
か
ら
も
四
五
年
程
彼
地
に
居
ら
れ
、
ク

ロ
ー
ス
先
生
の
許
で
専
心
研
究
を
続
け
て
居
ら
れ
た
。
そ
し
て
帰
朝
さ
れ
て
か
ら
、
君
が
始

め
て
大
正
博
に
出
し
た
並
木
の
画
は
、
ク
ロ
ー
ス
先
生
の
画
風
に
近
い
も
の
で
」
と
評
さ
れ

て
い
る
（
註
10
）。

徹
底
し
て
光
の
表
現
を
追
求
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
指
導
は
、
例
え
ば
風
景
画
を
描
く
と
き

に
、
モ
チ
ー
フ
の
陰
影
に
対
す
る
繊
細
な
意
識
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
留
学
前
、
黒
田

清
輝
に
学
ん
だ
太
田
は
、
い
わ
ゆ
る
「
新
派
（
紫
派
）」
と
呼
ば
れ
る
日
本
的
な
外
光
表
現

の
も
と
で
画
風
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ミ
ニ
ス
ム
を
牽
引
す

る
ク
ラ
ウ
ス
に
し
て
み
れ
ば
、
い
ま
だ
そ
の
画
風
は
陰
気
さ
を
残
す
も
の
で
あ
っ

た
（
註
11
）。
だ
が
、
本
作
か
ら
は
ク
ラ
ウ
ス
が
た
び
た
び
指
摘
し
た
よ
う
な
、
暗
さ
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
落
ち
葉
の
散
り
敷
か
れ
た
道
に
、
大
ぶ
り
な
点
描
を
重
ね
な
が
ら
木

漏
れ
日
が
差
し
込
み
、
樹
幹
も
緑
色
と
反
対
色
で
あ
る
赤
色
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
形
作
ら
れ

て
い
る
。
画
家
の
情
感
と
理
知
的
な
構
成
が
調
和
し
た
画
面
は
、
ク
ラ
ウ
ス
の
志
向
と
も
合

致
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
作
の
ほ
か
《
赤
い
日
傘
》
と
《
稲
こ
き
》
の
計
三
点
が
出
品
さ
れ
た
大
正
博
に
話
を
戻

す
と
（
註
12
）、《
赤
い
日
傘
》
は
縦
一
六
二
・
〇
、
横
一
三
〇
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
人
物

画
で
あ
り
、
留
学
中
の
太
田
に
よ
る
点
描
表
現
の
集
大
成
と
も
い
え
る
大
作
で
あ
る
。
点
描

は
よ
り
大
胆
に
打
ち
込
ま
れ
、
緑
色
に
覆
わ
れ
た
画
面
空
間
の
な
か
で
日
傘
が
鮮
や
か
な
赤

色
を
発
す
る
。
習
作
的
な
要
素
を
強
く
残
し
た
本
作
に
比
べ
、
ベ
ル
ギ
ー
人
女
性
マ
デ
レ
ン

を
モ
デ
ル
と
し
た
《
赤
い
日
傘
》
で
は
、
太
田
が
点
描
表
現
を
さ
ら
に
自
家
薬
籠
中
の
も
の

と
し
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
鮮
烈
な
色
彩
感
覚
も
、
大
正
二
年
に
帰
国
し
、
京
都
の
愛
宕
郡
高

野
村
に
居
を
定
め
て
か
ら
は
、
農
村
の
人
び
と
を
モ
デ
ル
と
し
た
日
本
的
な
点
描
表
現
を
追

求
す
る
過
程
で
影
を
潜
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
大
正
博
に
出
品
さ
れ
た
《
稲
こ
き
》
に
そ

の
萌
芽
が
表
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
モ
チ
ー
フ
の
形
態
を
ス
ト
ロ
ー
ク
の
短
い
点
描
で
形
作

る
よ
う
に
な
り
、
穏
健
で
調
和
の
と
れ
た
色
彩
と
空
間
が
演
出
さ
れ
て
い
る
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
以
降
、
京
都
市
内
に
転
居
し
た
太
田
は
、
ベ
ル
ギ
ー
で
学
ん
だ

点
描
表
現
を
完
全
に
放
棄
し
、
日
本
的
な
モ
チ
ー
フ
を
滑
ら
か
な
マ
チ
エ
ー
ル
で
描
写
す
る

画
風
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。
師
ク
ラ
ウ
ス
の
ル
ミ
ニ
ス
ム
と
は
対
極
に
位
置
す
る
、
日
本
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的
な
官
展
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
太
田
に
と
っ
て
点
描
表
現

の
追
求
は
、
ベ
ル
ギ
ー
留
学
か
ら
帰
国
後
の
京
都
で
の
生
活
ま
で
、
お
よ
そ
十
年
間
の
模
索

で
あ
っ
た
。
本
作
は
太
田
が
点
描
表
現
へ
の
階
梯
を
踏
む
入
口
に
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
そ

の
探
求
に
自
信
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
貴
重
な
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

�

（
た
な
か 

じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

当
館
学
芸
部
特
別
展
課
研
究
員
）

註（
1
）	

黒
田
清
輝
「
美
術
家
に
は
求
め
難
い
性
格
」『
美
術
』
第
一
巻
第
七
号
、
七
面
社
、
一
九
一
七
年

五
月
。
黒
田
清
輝
『
絵
画
の
将
来
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
三
年
に
再
録
。

（
2
）	

東
京
府
編
『
東
京
大
正
博
覧
会
美
術
館
出
品
図
録

西
洋
画
・
彫
塑
・
建
築
・
写
真
・
彫
版
』

（
画
報
社
、
一
九
一
四
年
）。
な
お
、
筆
者
は
小
論
の
執
筆
時
に
、
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
《
み
の
り

の
秋
》（
物
品
番
号
八
六
四
）
こ
そ
、
東
京
大
正
博
覧
会
出
品
の
《
稲
こ
き
》
と
同
一
作
品
で
あ

る
こ
と
を
見
出
し
た
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
・
古
田
亮
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
名
称
は
寄

贈
時
の
書
類
に
従
っ
た
も
の
と
い
う
。

（
3
）	『
皇
室
の
美
術
振
興
─
日
本
近
代
の
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
』
図
録
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
、

二
〇
二
四
年
。

（
4
）	『
児
島
虎
次
郎
─
紙
製
張
子
額
の
謎
に
せ
ま
る
─
』（
図
録
、
加
計
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
）。
通

常
の
額
縁
で
は
、
装
飾
部
に
石
膏
、
木
材
、
樹
脂
等
を
使
用
す
る
が
、「
紙
製
張
子
額
」
で
は
装

飾
部
を
何
層
に
も
重
ね
た
紙
で
形
成
し
、
表
面
に
漆
、
金
箔
な
ど
の
塗
料
を
施
し
た
も
の
で
あ

る
。「
紙
製
張
子
額
」
に
つ
い
て
は
、
吉
備
国
際
大
学
の
大
原
秀
之
氏
、
三
重
県
立
美
術
館
の
橋

本
三
奈
氏
に
よ
っ
て
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

（
5
）	

山
田
氏
は
、
す
で
に
以
下
の
論
稿
で
当
該
資
料
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
山
田
真
規
子
「
滞
欧
期
の

太
田
喜
二
郎
に
つ
い
て
」（『
太
田
喜
二
郎
と
藤
井
厚
二
─
日
本
の
光
を
追
い
求
め
た
画
家
と
建
築

家
』
青
幻
舎
、
二
〇
一
九
年
）。
小
論
で
の
制
作
ノ
ー
ト
に
関
す
る
情
報
は
、
す
べ
て
山
田
氏
の

論
稿
に
拠
る
。
な
お
、
山
田
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
本
作
が
描
か
れ
た
「
レ
オ
ポ
ル
ド
通
り
」

は
ベ
ル
ギ
ー
国
内
に
複
数
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
当
時
の
太
田
の
居
住
地
か
ら
は
距
離
的
に
遠

く
、
具
体
的
な
場
所
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
6
）	

山
田
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
翻
刻
に
基
づ
く
。

（
7
）	

前
掲
書
註
（
5
）、
山
田
真
規
子
「
滞
欧
期
の
太
田
喜
二
郎
に
つ
い
て
」。

（
8
）	

前
掲
書
註
（
5
）、
山
田
真
規
子
「
滞
欧
期
の
太
田
喜
二
郎
に
つ
い
て
」。

（
9
）	

エ
ミ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
日
本
の
画
家
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

『
エ
ミ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
印
象
派
』（
図
録
、
神
戸
新
聞
社
、
二
〇
一
三
年
）、『
フ

ラ
ン
ダ
ー
ス
の
光

ベ
ル
ギ
ー
の
美
し
き
村
を
描
い
て
』（
図
録
、
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
一
〇

年
）、『
ベ
ル
ギ
ー
と
日
本

光
を
え
が
き
、
命
を
か
た
ど
る
』（
図
録
、
ベ
ル
ギ
ー
と
日
本
展
実

行
委
員
会
、
二
〇
二
三
年
）。

（
10
）	

武
石
弘
三
郎
「
指
を
真
黒
に
焦
げ
さ
す
る
ま
で
勉
強
」
前
掲
書
註
（
1
）、『
美
術
』
第
一
巻
第
七

号
、
十
九
頁
。

（
11
）	

前
掲
書
註
（
5
）、
山
田
真
規
子
「
滞
欧
期
の
太
田
喜
二
郎
に
つ
い
て
」。

（
12
）	

大
正
博
で
の
太
田
に
対
す
る
評
価
と
、
そ
の
後
の
点
描
表
現
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照

し
た
。
大
谷
省
吾
「
点
描
表
現
の
日
本
に
お
け
る
受
容
を
め
ぐ
っ
て
─
太
田
喜
二
郎
を
中
心
に
」

（『
交
差
す
る
ま
な
ざ
し
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
近
代
日
本
の
美
術
』
図
録
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・

国
立
西
洋
美
術
館
、
一
九
九
六
年
）。

図
版
出
典

図
2
・
3

高
梁
市
成
羽
美
術
館
提
供

図
4

�『
太
田
喜
二
郎
と
藤
井
厚
二
─
日
本
の
光
を
追
い
求
め
た
画
家
と
建
築
家
』
青
幻
舎
、

二
〇
一
九
年

図
5

東
京
藝
術
大
学
提
供

図
6

�

宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
霞
ヶ
関
離
宮
（
写
真
帳
）
／
大
正
・
昭
和
』
識
別
番
号

四
六
八
六
一

図
7

目
黒
区
美
術
館
提
供

図
8

山
田
真
規
子
氏
提
供

謝
辞

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
太
田
喜
二
郎
令
孫
・
早
川
喜
子
氏
、
児
島
虎
次
郎
令
孫
・
児
島
塊
太
郎
氏
、

目
黒
区
美
術
館
学
芸
員
・
山
田
真
規
子
氏
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
特
に
山
田
氏
か
ら
は
、
本
作

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
次
の
方
々
、
関
係
諸
機
関
に
ご
協
力
を
賜
っ

た
。
末
筆
な
が
ら
皆
さ
ま
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

塚
本
貴
之
、
古
田
亮
、
吉
尾
梨
加

加
計
美
術
館
、
高
梁
市
成
羽
美
術
館
、
東
京
藝
術
大
学
、
新
潟
大
学






